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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
新
年
を

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、各
地
域
に
お
い
て
、

仲
間
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
の

活
動
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
に
お
取
り
組
み
い
た
だ
き
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
年
早
々
か
ら
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
に
よ
り
、
各
老
人
ク
ラ
ブ

で
は
数
々
の
制
約
の
中
、
感
染

予
防
と
事
業
活
動
の
両
立
に
大

変
ご
苦
労
さ
れ
た
こ
と
と
推
察

い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
国
は
、
二
〇
四
〇
年

ま
で
の
二
十
年
間
に
健
康
寿
命

を
三
年
延
ば
す
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
実
現
に

は
、
元
気
な
高
齢
者
を
目
指
し

て
活
動
す
る
老
人
ク
ラ
ブ
が
少

な
か
ら
ず
寄
与
す
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に

は
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く

る
こ
と
が
最
も
効
果
的
と
い
わ

れ
て
お
り
、
人
と
の
か
か
わ
り

が
少
な
い
と
、
心
臓
病
や
認
知

症
な
ど
の
疾
病
に
か
か
り
や
す

く
な
っ
た
り
筋
力
の
低
下
に
も

つ
な
が
り
、
こ
の
こ
と
は
、
体

を
衰
え
さ
せ
る
大
き
な
要
因
に

も
な
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
感
染
症
の
予

防
に
留
意
さ
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
目
標
、「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」

に
お
取
り
組
み
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
地
球
温
暖
化

に
よ
る
過
去
に
例
の
な
い
集
中

豪
雨
等
が
日
本
各
地
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
、
多
く
の
高

齢
者
が
被
災
さ
れ
ま
し
た
。
地

域
に
お
い
て
は
、
さ
ら
な
る
互

助
・
共
助
の
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
に

は
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
解
散
や
退
会
ク
ラ

ブ
の
発
生
防
止
、
活
動
基
盤
の

強
化
と
活
性
化
に
努
め
、
全
老

連
が
提
唱
す
る
活
動
の
テ
ー
マ

「
の
ば
そ
う
！ 

健
康
寿
命
、
担

お
う
！ 

地
域
づ
く
り
を
」
の
実

現
に
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆

様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
康
と
ご

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
て
年

頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

（
一
財
）滋
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長　

松
田　

輝
男

創造と連帯のシンボル

全老連 創立60周年記念
会員章

お申し込み
お問い合せ

・所属の市町老人クラブ連合会
・滋賀県老人クラブ連合会

ホームページをご利用ください
　県老ク連では、会員や関係者の皆様に情報を
伝えたり交流に役立てていただくためにホーム
ページを開設しています。

「滋賀県老人クラブ連合会」で検索できますので、
ぜひご覧ください。

　令和２年11月17日㈫、滋賀県立長寿社会福祉セ
ンター１階大教室において、第59回滋賀県老人ク
ラブ大会を開催しました。
　式典では、君が代演奏に続き滋賀県老人クラブ連
合会の松田会長が、「日ごろは老人クラブ活動にご
尽力いただきありがとうございます。コロナ禍の終
息後に備え、心身のケアに努めるようお願い申し上
げます」と、挨拶を行いました。
　続く表彰式では、はじめに滋賀県知事表彰に老人
クラブ育成指導功労者４名、優良老人クラブ２団体、

「老人クラブ淡海の郷づくり推進事業（優良老人クラ
ブ）」の“いきがい部門”と“健康部門”にそれぞ
れ１団体が表彰されました。また、滋賀県老人クラブ連合会会
長表彰には、老人クラブ育成功労者17名、優良老人クラブ13
団体、篤行者１名が表彰され、最後に全国老人クラブ連合会会
長表彰（伝達）として、老人クラブ育成功労者２名、優良老人

クラブ・優良老人クラブ連
合会・活動賞“健康づくり”
に各１団体が表彰されまし
た。
　滋賀県知事祝辞の後、受
章者を代表して老人クラブ
育成指導功労者を受章した
愛荘町・愛知川の福永一枝

氏が謝辞を述べました。そ
の後、郷野副会長による大
会宣言案は満場一致の拍手
で採択され、式典は滞りな
く閉会しました。
　休憩をはさみ、全員でい

きいきクラブ体操で体をほぐした後、mottoひょ
うご事務局長の栗木剛氏による「人生100歳への
ステップ」と題した講演が行われました。自身も
兵庫県老連の会員である栗木氏は、クラブの活動
やコロナ禍の過ごし方について、ユーモアあふれ
る語り口で会場を湧かせました。

第
59
回 

滋
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

（
び
わ
こ
豊
熟
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
大
会
）
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

決
意
も
新
た
に
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
本
年
が

希
望
に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
年

に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
か
ら
の
世
界
的

な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
は
、
医
療
現
場
や
経

済
活
動
へ
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
の
こ

れ
ま
で
の
生
活
様
式
や
価
値
観

に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

に
や
む
を
得
ず
活
動
を
休
止
さ

れ
た
り
、
活
動
内
容
を
従
来
か

ら
大
き
く
変
え
て
取
り
組
ま
れ

る
な
ど
様
々
な
影
響
を
今
も
受

け
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ

う
な
中
で
も
、
工
夫
し
な
が
ら

介
護
予
防
活
動
や
地
域
の
人
々

の
暮
ら
し
を
支
え
る
活
動
な
ど
、

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
ら
れ

る
こ
と
を
非
常
に
心
強
く
感
じ

る
と
と
も
に
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

未
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

で
あ
り
、
こ
れ
以
上
感
染
が
拡

大
し
な
い
よ
う
、
引
き
続
き
気

を
引
き
締
め
て
、
手
洗
い
の
励

行
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
三
密
の

回
避
等
基
本
的
な
感
染
予
防
策

を
行
い
な
が
ら
、
家
庭
内
に
お

い
て
も
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
や
こ
ま

め
な
換
気
と
加
湿
、
定
期
的
な

消
毒
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
の
コ
ロ
ナ
危
機
に
よ
っ

て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
へ
の
過

信
や
都
市
一
極
集
中
の
リ
ス
ク

な
ど
、
現
代
社
会
が
抱
え
る
課

題
が
顕
在
化
し
た
一
方
で
、
本

県
の
適
度
な
“
疎
”
や
自
然
に

恵
ま
れ
た
暮
ら
し
な
ど
、
滋
賀

の
持
つ
価
値
が
再
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
時
代
を
展
望
し
、
危
機
を

転
機
と
捉
え
、
滋
賀
の
強
み
を

伸
ば
し
な
が
ら
、「
幸
せ
」
を

実
感
で
き
る
滋
賀
を
つ
く
っ
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
人
生
一
〇
〇
年
時
代
を

迎
え
る
中
で
、
豊
か
な
知
恵
や

経
験
を
活
か
し
て
、
今
後
も
一

層
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
御
期
待

申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
の
意
味

で
の
「
健
康
し
が
」
の
実
現

に
向
け
、
と
も
に
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
！

　

令
和
二
年
は

初
め
か
ら
終
わ

り
ま
で
、
こ
と

ご
と
く
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
翻
弄

さ
れ
た
年
で
し

た
。
特
に
重
症

化
す
る
リ
ス
ク

が
高
い
高
齢
者

が
集
う
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
の
進

め
方
に
つ
い
て

は
、
暗
中
模
索

の
状
態
が
続
き

ま
し
た
。

　

山
形
県
で
開

催
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た

全
国
老
人
ク
ラ

ブ
大
会
を
は
じ
め
、
近
畿
ブ
ロ

ッ
ク
の
研
修
会
、
全
老
連
の
各

種
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
が
す
べ
て
中

止
と
な
る
中
、
三
密
回
避
、
活

動
自
粛
な
ど
国
、
県
の
対
応
方

針
が
示
さ
れ
、
ま
た
、
目
に
見

え
な
い
コ
ロ
ナ
へ
の
恐
怖
か
ら
、

単
位
ク
ラ
ブ
か
ら
県
・
市
町
老

ク
連
ま
で
、
活
動
の
大
半
を
休

止
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
今
回
、
感
染
症

の
不
安
と
社
会
の
混
乱
を
経
験

し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
、
こ

れ
ほ
ど
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
社
会

的
活
動
に
影
響
す
る
こ
と
を
実

感
す
る
の
と
同
時
に
、
あ
ら
た

め
て
健
康
の
大
切
さ
を
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
コ
ロ
ナ
終

息
ま
で
の
道
の
り
は
ま
だ
ま
だ

遠
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
仲
間

と
の
交
流
や
健
康
づ
く
り
、
地

域
に
お
け
る
役
割
な
ど
、
老
人

ク
ラ
ブ
が
大
切
に
し
て
き
た
こ

と
が
、
一
日
も
早
く
復
活
、
再

開
で
き
る
よ
う
願
わ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
最
近
で
は
「
人
生
百

歳
」「
人
生
百
年
時
代
」
は
耳
慣

れ
た
こ
と
ば
に
な
り
ま
し
た
。

確
か
に
、
百
歳
以
上
の
人
口
は

急
増
し
、
令
和
二
年
に
お
い
て

は
八
万
人
を
超
え
、
今
後
も

増
え
続
け
る
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。
長
寿
化
が
進
む
中
、
現

在
八
十
歳
に
な
る
人
の
平
均
余

命
は
男
性
で
八
十
九
歳
、
女
性

九
十
二
歳
と
年
々
延
び
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
八
十
歳
時
点

の
生
存
率
は
女

性
が
男
性
を
上

回
り
、
さ
ら
に

年
齢
が
進
む
に

つ
れ
て
、
圧
倒

的
に
女
性
の
割

合
が
高
く
な
る

の
で
、
実
際
に

百
歳
を
迎
え
ら

れ
る
の
は
男
性

が
六
十
人
に
一

【
第
五
十
九
回

滋
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
】

▼
滋
賀
県
知
事
表
彰

①
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
指
導
功
労
者

　

大
辻　

芳
彦　
　
（
大
津
市
）

　

多
田
圭
之
祐（
近
江
八
幡
市
）

　

柴
原　
　

喬　
　
（
野
洲
市
）

　

福
永　

一
枝

（
愛
荘
町
・
愛
知
川
）

②
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　

須
原
憩
の
会　
　
（
野
洲
市
）

　

尼
子
老
人
ク
ラ
ブ
喜
楽
会

（
甲
良
町
）

③�「
老
人
ク
ラ
ブ
淡
海
の
郷
づ

く
り
推
進
事
業
」
優
良
老
人

ク
ラ
ブ

　
【
い
き
が
い
部
門
】

　

晴
嵐
台
む
つ
み
会（
大
津
市
）

　
【
健
康
部
門
】

　

西
浦
悠
友
ク
ラ
ブ（
栗
東
市
）

▼�

滋
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

長
表
彰

①
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

　

曽
我　

秀
雄　
　
（
大
津
市
）

　

岡
崎　

一
郎　
　
（
大
津
市
）

　

滝
川　

秀
雄　
　
（
彦
根
市
）

　

大
⻆
千
代
子

（
近
江
八
幡
市
・
安
土
）

　

田
中　

修
三　
　
（
草
津
市
）

　

桐
原　

た
き　
　
（
栗
東
市
）

　

澤　
　

幸
雄　
　
（
甲
賀
市
）

　

北
村　

邦
久　
　
（
甲
賀
市
）

　

堤　
　
　

勇　
　
（
野
洲
市
）

　

小
島　

敏
子　
　
（
野
洲
市
）

　

青
木　
　

稔　
　
（
湖
南
市
）

　

松
井　

重
廣（

米
原
市
・
伊
吹
）

　

橋
元　

敏
孝　
　
（
日
野
町
）

　

中
野　

正
枝　
　
（
日
野
町
）

　

藤
澤　

早
苗　
　
（
日
野
町
）

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

滋
賀
県
知
事　

三
日
月
大
造

「人生100年時代」の老人クラブ

受
章
者
一
覧
（
敬
称
略
）

人
、
女
性
が
十
三
人
に
一
人
程

度
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
誰
も
が
百
歳

ま
で
と
は
い
か
な
く
て
も
、
そ

れ
に
近
い
と
こ
ろ
ま
で
生
き
ら

れ
る
時
代
に
あ
っ
て
、
い
か
に

し
て
、
心
身
と
も
に
健
康
で
、

心
豊
か
な
生
活
を
実
現
で
き
る

か
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
常
日
頃
か

ら
生
き
が
い
づ
く
り
や
健
康
寿

命
を
延
ば
す
取
組
に
力
を
注
い

で
き
ま
し
た
。
若
手
高
齢
者
の

加
入
が
少
な
く
運
営
に
行
き
詰

ま
る
な
ど
大
き
な
問
題
を
抱
え

る
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
仲
間
同
士
の
有
形
無
形
の

支
え
合
い
や
健
康
増
進
な
ど
、

そ
の
良
さ
が
実
感
で
き
、
今
後

に
期
待
さ
れ
て
い
る
の
も
老
人

ク
ラ
ブ
で
す
。

　

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
な
ど

小
さ
な
家
庭
が
増
え
る
こ
れ
か

ら
の
社
会
に
お
い
て
は
、
人
と

の
「
交
わ
り
」
や
、
そ
こ
で
得

る
も
の
が
ま
す
ま
す
大
切
に
な

り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
も
、
百

歳
に
な
っ
て
も
生
き
生
き
と
参

加
で
き
る
老
人
ク
ラ
ブ
を
め
ざ

し
、
知
恵
を
出
し
合
う
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。（

事
務
局
）

　

村
田　
　

定
（
愛
荘
町
・
愛
知
川
）

　

松
宮　

正
次　
　
（
甲
良
町
）

②
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　

武
佐
町
老
人
ク
ラ
ブ

（
近
江
八
幡
市
）

　

常
楽
寺
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
近
江
八
幡
市
・
安
土
）

　

不
動
浜
福
寿
会　
（
草
津
市
）

　

河
西
ハ
イ
ム
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

（
守
山
市
）

　

荒
張
莚
寿
会　
　
（
栗
東
市
）

　

江
田
笑
和
会　
　
（
甲
賀
市
）

　

吉
地
憩
会　
　
　
（
野
洲
市
）

　

妙
光
寺
な
ご
み
会（
野
洲
市
）

　

花
園
延
寿
ク
ラ
ブ（
湖
南
市
）

　

下
駒
月
老
人
ク
ラ
ブ（

日
野
町
）

　

小
口
老
人
ク
ラ
ブ（
竜
王
町
）

　

東
円
堂
西
老
人
ク
ラ
ブ
和
老
会

（
愛
荘
町
・
愛
知
川
）

　

小
川
原
老
人
ク
ラ
ブ（

甲
良
町
）

③
篤
行
者

　

上
野　

清
蔵　
　
（
甲
良
町
）

▼�

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

表
彰
（
伝
達
）

▼
全
老
連
会
長
表
彰

①
育
成
功
労　
　

　

小
島　

四
郎　
　
（
大
津
市
）

　

中　

か
ず
子　
　
（
甲
良
町
）

②
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　

下
之
郷
老
人
ク
ラ
ブ
壽
福
会

（
甲
良
町
）

③
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

湖
南
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

▼
全
老
連
活
動
賞

【
健
康
づ
く
り
】

　

や
す
ら
ぎ
会　
　
（
栗
東
市
）
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●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

令
和
二
年
は
、
二
月
初
め
に

ク
ル
ー
ズ
客
船
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
プ
リ
ン
セ
ス
号
」
で
最
初
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

者
が
出
た
こ
と
に
始
ま
り
コ
ロ

ナ
で
暮
れ
ま
し
た
。
当
初
、
滋

賀
県
は
感
染
者
が
な
か
っ
た
た

め
少
々
安
心
し
た
の
も
束
の
間
、

全
国
的
な
広
が
り
に
合
わ
せ
て

見
る
見
る
う
ち
に
増
え
て
い
き
、

東
京
な
ど
大
都
市
を
除
け
ば
他

県
と
変
わ
ら
な
い
状
況
と
な
り

ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
へ
の
対
処
に
つ
い
て

は
、
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
と
い
う

こ
と
で
、
国
レ
ベ
ル
で
も
対
応

に
苦
慮
す
る
状
況
も
あ
り
、
学

校
の
長
期
休
校
や
マ
ス
ク
の
着

用
、
手
洗
い
の
励
行
、
発
熱
時

の
外
出
自
粛
な
ど
の
指
針
が
出

さ
れ
て
も
、
感
染
者
は
増
え
続

け
ま
し
た
。　

　

国
か
ら
は
、
集
団
感
染
を
防

ぐ
た
め
に
、「
密
閉
・
密
集
・
密

接
」
の
い
わ
ゆ
る
三
密
を
避
け

る
よ
う
協
力
要
請
さ
れ
、
そ
の

後
四
月
中
頃
に
は
、
東
京
都
な

ど
特
定
の
府
県
に
「
緊
急
事
態

宣
言
」
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
滋

賀
県
は
、
準
特
定
警
戒
県
と
し

て
、
三
密
回
避
の
徹
底
と
他
府

県
へ
の
往
来
や
イ
ベ
ン
ト
開
催

の
自
粛
、
在
宅
勤
務
の
奨
励
、

公
共
施
設
等
の
使
用
制
限
な
ど

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
措
置
に
よ
り
、

一
旦
は
小
康
状
態
と
な
り
、
五

月
末
に
は
宣
言
も
解
除
さ
れ
、

往
来
や
飲
食
店
等
の
営
業
制
限

も
緩
和
さ
れ
ま
し
た
が
、
夏
に

な
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
第
二
波

の
か
た
ち
で
再
び
感
染
が
拡
大
。

そ
の
後
、
当
初
か
ら
心
配
さ
れ

て
い
た
と
お
り
、
秋
冬
の
低
温

期
を
迎
え
て
感
染
者
が
急
増
す

る
第
三
波
到
来
の
事
態
と
な
り

ま
し
た
。

●
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
影
響

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

若
年
者
よ
り
高
齢
者
が
よ
り

重
篤
に
な
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、

単
位
ク
ラ
ブ
や
全
国
・
県
・
市

町
老
ク
連
は
、
国
や
県
の
指
針

に
沿
っ
て
三
密
を
避
け
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
、
行
事
も
中
止
や
規

模
を
縮
小
し
て
き
ま
し
た
。

　

国
は
、
小
康
状
態
に
な
っ
た

時
点
で
、
旅
行
を
推
奨
す
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
で
落
ち
込

ん
だ
経
済
の
回
復
を
目
指
し
ま

し
た
が
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
高
齢

者
に
と
っ
て
は
、
見
え
な
い
敵

コ
ロ
ナ
に
対
す
る
不
安
は
強
く
、

ま
た
、
危
険
回
避
を
最
優
先
さ

せ
て
、
こ
れ
ま
で
の
行
事
の
ほ

と
ん
ど
を
取
り
止
め
た
ク
ラ
ブ

や
老
ク
連
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
、仲
間
が
集
っ

て
語
ら
い
、
身
体
を
動
か
し
、

支
え
合
っ
て
心
と
体
の
健
康
や

生
活
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

は
、
高
齢
者
の
孤
立
や
ひ
き
こ

も
り
の
予
防
、
認
知
症
の
予
防

に
も
大
い
に
効
果
が
あ
る
と
い

わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
活
動
自

粛
に
よ
り
、
人
と
の
交
流
や
外

出
の
機
会
が
減
り
、
何
も
で
き

ず
不
活
発
に
な
っ
て
ス
ト
レ
ス

を
た
め
て
い
る
高
齢
者
も
少
な

く
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

●
今
で
き
る
こ
と

　

活
動
自
粛
ム
ー
ド
は
続
き
ま

す
が
、
中
に
は
三
密
を
避
け
、

マ
ス
ク
を
着
け
な
が
ら
徐
々
に

可
能
な
活
動
か
ら
再
開
す
る
ク

ラ
ブ
や
老
ク
連
も
出
て
き
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
県
老
ク

連
と
し
て
は
、
健
康
づ
く
り
推

進
員
の
協
力
を
得
て
、
で
き
る

だ
け
単
位
ク
ラ
ブ
に
近
い
と
こ

ろ
で
取
り
組
ん
で
も
ら
え
る

「
マ
ス
ク
づ
く
り
」
を
出
前
講

座
と
し
て
行
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

希
望
を
募
り
な
が
ら
、
小
枝

健
康
づ
く
り
推
進
員
に
は
、
マ

ス
ク
づ
く
り
の
指
導
と
布
地
な

ど
材
料
の
調
達
に
奔
走
し
て
い

た
だ
き
、
年
内
に
県
下
十
カ
所

の
老
ク
連
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
女

性
代
表
の
集
ま
り
で
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
こ
の
取
組
は
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
組
織
や
協
力
が
な
け
れ
ば

で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
を
通
し
て
老
人
ク

ラ
ブ
の
存
在
感
と
必
要
性
が
再

認
識
で
き
た
こ
と
、
そ
し
て
前

向
き
に
取
り
組
ま
れ
た
方
々
の

意
欲
や
た
く
ま
し
さ
、
健
康
づ

く
り
推
進
員
の
熱
意
に
感
謝
し

ま
す
。

（
事
務
局
）

※
四
ペ
ー
ジ
ヘ
つ
づ
く

コロナ渦中の老人クラブ活動
老人クラブの大切さを再認識！

今、 老人クラブだから
できること…

滋賀県老人クラブ連合会

出前講座でマスクづくり

　コロナ禍の今、マスクは必需品になっています。第一波の
頃にはマスクの不足、価格高騰の波も押し寄せました。
　今回、老人クラブ女性部の会員より、県老ク連の「マスク
づくり」講習受講の希望があり開催しました。
　講師（健康づくり推進員）のお話をはじめ、３密に注意しな
がらみんな一緒に作業することは、思いのほか楽しい時間と
なり、文化祭への出品や島内の85歳以上の方へのプレゼント
へと活動が広がりました。
　これを機会に、老人クラブでは、会員が気軽に使えるように、
そして少人数でも集える場が増えるようにミシンを購入する
ことにしました。指先と頭を使って物づくりする喜びを運動
と同じように暮らしの中に取り入れていただければと思って
います。
　今後も会員の楽しみの時間が増えるように、県老ク連から
いろいろな講座をご紹介くださるようお願いします。

（沖島町老人クラブ　森田　幸光）

守山会場

日野会場 愛荘町秦荘会場

近江八幡会場（沖島町）

船に乗って、近江八幡市 沖島町老人クラブに出向きました。
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令
和
二
年

十
月
二
十
二

日
、
愛
知
川

老
ク
連
の
主

催
で
、
第
一

回
さ
わ
や
か

ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
＆
ス
カ
イ

ク
ロ
ス
（
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習

会
）
を
中
央
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
六
月
十
一
日
に

行
う
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が
心

配
さ
れ
た
た
め
、
十
月
ま
で
延
期

し
て
い
ま
し
た
。
感
染
症
に
注
意

し
、「
新
し
い
生
活
様
式
」
も
取

り
入
れ
な
が
ら
活
動
を
進
め
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
ま
ず
始
め
に
、
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い

て
、
県
老
ク
連
健
康
づ
く
り
推
進

員
の
小
枝
さ
ん
か
ら
ポ
ー
ル
（
ス

ト
ッ
ク
）を
使
っ
て
説
明
を
受
け
、

そ
の
後
、
各
参
加
者
が
ポ
ー
ル
を

手
に
軽
く
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
行

い
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
コ
ー
ス

は
宇
曽
川
堤
防
沿
い
で
往
復
約
四

キ
ロ
で
す
が
、
道
中
の
お
し
ゃ
べ

り
や
新
し
い
友
と
の
出
会
い
も
あ

り
、
新
た
な
絆
も
生
ま
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ポ
ー
ル

を
使
う
と
、
軽
く
歩
け
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
少
し
汗
を
か
き
、
す

が
す
が
し
い
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ「
ス

カ
イ
ク
ロ
ス
」
の
講
習
会
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
活
動
も
健
康
づ
く

り
推
進
員
の
坂
口
さ
ん
か
ら
実
技

指
導
を
受
け
た
後
、
三
班
に
分
か

れ
て
競
技
し
ま
し
た
。

　

ス
カ
イ
ク
ロ
ス
は
、
ド
ー
ナ
ツ

型
の
リ
ン
グ
を
コ
ー
ン
（
目
標
）

に
向
か
っ
て
投
げ
る
ゲ
ー
ム
で
、

少
な
い
回
数
で
コ
ー
ン
に
入
れ
る

と
高
得
点
と
な
り
ま
す
が
、
そ
れ

ま
で
に
、
自
分
の
リ
ン
グ
が
他
人

の
リ
ン
グ
に
乗
る
か
乗
ら
れ
る
か

で
点
数
が
加
減
さ
れ
る
の
で
、
最

後
ま
で
勝
敗
が
分
か
ら
ず
、
ハ
ラ

ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
コ
ロ
ナ
下
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
に
ぎ
や
か
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
互
い
の

交
流
が
深
ま
り
、
健
康
増
進
の
目

的
を
達
成
で
き
た
充
実
し
た
半
日

と
な
り
ま
し
た
。（

松
浦　

太
市
郎
）

　

お
知
ら
せ

に「
健
康
ま
ー

じ
ゃ
ん
」
の

案
内
が
あ
り
、

何
も
知
ら
な

い
私
で
も
で

き
る
か
な
と

思
い
つ
つ
参

加
し
て
み
ま
し
た
。
知
ら
な
い
こ

と
ば
が
耳
に
飛
び
込
み
覚
え
ら
れ

る
の
か
不
安
で
し
た
が
、
先
輩
た

ち
が
親
切
に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

最
初
、
パ
イ
は
全
員
に
わ
か
る

よ
う
に
表
向
け
、自
分
の
を
考
え
、

隣
の
人
を
習
い
つ
つ
何
と
か
並
べ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

今
日
覚
え
た
こ
と
は
次
回
ま
で
に

半
分
忘
れ
る
と
い
っ
た
、
一
歩
進

ん
で
半
歩
下
が
る
状
態
で
し
た
。

　

五
、六
か
月
経
っ
た
頃
、
少
し

ベ
テ
ラ
ン
の
人
た
ち
と
一
緒
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
イ

を
並
べ
る
の
も
捨
て
る
の
も
テ
ン

ポ
の
速
い
こ
と
。
人
が
揃
わ
な
い

と
き
な
ど
は
、
後
ろ
で
見
て
教
え

て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

「
何
を
考
え
て
い
る
ん
や
、
そ
ん

な
パ
イ
捨
て
て
、
何
通
り
も
で
き

る
の
に
」
な
ど
と
笑
わ
れ
る

始
末
。
単
純
な
私
は
、
一
つ

の
こ
と
し
か
考
え
ら
れ
ず
頭

が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

　

昔
か
ら
「
麻
雀
」
と
い
え

ば
賭
け
事
を
連
想
し
た
も
の

で
す
が
、
私
た
ち
老
人
ク
ラ

ブ
は
、
県
老
ク
連
の
補
助
金

で
「
健
康
ま
ー
じ
ゃ
ん
」
用

と
し
て
用
具
を
購
入
し
、
楽

し
い
ゲ
ー
ム
で
、
頭
、
手
、

口
の
体
操
を
し
て
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
「
役
」
や
点
数
の
数
え
方
が

わ
か
ら
な
い
の
で
、
単
純
に
揃
え

る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
す
。
他
の

三
人
が
何
を
揃
え
て
い
る
の
か
一

応
頭
に
入
れ
な
が
ら
、
あ
る
時
は

真
剣
に
考
え
、
あ
る
時
は
大
失
敗

し
て
大
笑
い
し
な
が
ら
み
ん
な
で

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

残
念
な
こ
と
に
、
今
年
は
コ
ロ

ナ
の
た
め
に
三
か
月
程
休
み
ま
し

た
。
再
開
し
た
時
は
、
ア
ク
リ
ル

板
を
立
て
、
パ
イ
を
消
毒
す
る
と

い
っ
た
状
況
で
し
た
。
少
し
で
も

老
人
ク
ラ
ブ
に
活
気
が
戻
る
よ
う

に
い
ろ
い
ろ
配
慮
い
た
だ
き
あ
り

が
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

手
芸
や
園
芸
な
ど
も
楽
し
い
で

す
が
、
認
知
症
予
防
の
た
め
、
私

は
こ
れ
か
ら
も
「
健
康
ま
ー
じ
ゃ

ん
」
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

（
小
森　

裕
子
）

　

料
理
教
室
や
栄

養
指
導
は
、
普
通

は
、
講
義
、
調
理

実
習
、
試
食
の
流
れ
で
行
わ
れ
る

も
の
で
す
が
、
県
下
の
い
く
つ
か

の
老
ク
連
で
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
、
参
加

者
が
近
い
距
離
で
や
り
と
り
し
な

が
ら
食
材
を
扱
い
試
食
等
す
る
状

況
を
避
け
て
、
実
習
を
伴
わ
な
い

料
理
教
室
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
「
出
前
講
座
」
と

し
て
、
栄
養
士
の
資
格
を
有

す
る
県
老
ク
連
の
健
康
づ
く

り
推
進
員
が
講
師
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
ひ
と
つ
、
愛
荘
町
秦

荘
老
ク
連
の
「
男
性
料
理
教

室
」
は
、
健
康
づ
く
り
推
進

員
の
内
藤
さ
ん
が
事
前
に
何

種
類
か
の
料
理
を
作
っ
て
そ
れ
を

写
真
に
撮
り
、
当
日
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
で
見
せ
な
が
ら
講
習
す
る
と

い
う
も
の
で
し
た
。
普
段
な
ら
、

男
同
士
ワ
イ
ワ
イ
言
い
な
が
ら
料

理
を
作
り
、
楽
し
く
試
食
す
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
今
回
は
お
い
し
そ

う
な
料
理
の
写
真
と
講
義
だ
け
で

我
慢
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
愛
荘
町
愛
知
川
老
ク
連

で
は
講
義
中
心
の
栄
養
指
導
教
室

が
開
催
さ
れ
、こ
ち
ら
は
、新
た
に

健
康
づ
く
り
推
進
員
に
な
ら
れ
た

東
さ
ん
が
担
当
し
ま
し
た
。
よ
い

天
気
な
の
で
、
コ
ロ
ナ
予
防
の
た

め
広
い
会
場
の
窓
を
開
け
て
換
気

し
な
が
ら
の
講
義
と
な
り
ま
し
た
。

　

食
生
活
の
改
善
や
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
、
生
活
習
慣
病
の
食

事
療
法
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
講
話
、

野
菜
や
果
物
な
ど
食
材
の
栄
養
や

効
用
、
一
日
の
目
安
量
な
ど
、
実

物
を
見
て
も
ら
い
な
が
ら
の
説
明

で
、
参
加
さ
れ
た
方
々
は
理
解
を

深
め
ら
れ
た
様
子
で
し
た
。ま
た
、

健
康
替
え
歌
な
ど
も
唱
和
し
な
が

ら
の
和
や
か
な
栄
養
指
導
と
な
り

ま
し
た
。　
　
　
　
　
（
事
務
局
）

コロナ渦中の老人クラブ活動
今、 老人クラブだから

できること…

料理教室と
栄養指導

再開！
健康まーじゃん

日野町東桜谷地区老人クラブ

コロナ下の
健康づくり活動

愛荘町愛知川老ク連
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私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ
「
む

つ
み
会
」
は
、
会
員
四
十
七
名

と
比
較
的
少
人
数
の
ク
ラ
ブ
で

す
。
一
層
楽
し
い
活
動
が
で
き

る
よ
う
に
会
員
を
増
や
す
こ
と

に
努
め
て
い
ま
す
が
、
入
会
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
は
ク
ラ
ブ

に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
大
切
と
考
え
、
ま
ず
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
同
好
会
の
活
動
で
楽
し

さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
よ
う
働

き
か
け
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
、
環
境

美
化
活
動
と
し
て
公
園
の
清
掃

や
花
壇
の
整
備
、
花
植
え
な
ど

季
節
感
を
味
わ
い
な
が
ら
の
奉

仕
活
動
、
小
学
生
と
の
交
流
、

ま
た
、地
域
の
神
社
の
祭
礼（
子

ど
も
神
輿
巡
行
）等
の
手
伝
い
、

会
員
の
誕
生
祝
い
や
友

愛
訪
問
、
市
な
ど
の

「
出
前
講
座
」
に
よ
る

勉
強
会
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
何
よ
り
も
、
ま

ず
健
康
づ
く
り
が
大
切

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
毎

月
の
定
例
会
で
は
、「
生

き
生
喜
幸
せ
体
操
」「
健

口
体
操
」「
ハ
ツ
ラ
ツ

宇
宙
体
操
」
な
ど
体
操

で
健
康
を
増
進
し
て
い
ま
す
。

　

 

仲
間
と
と
も
に
、
思
い
き

り
声
を
出
し
な
が
ら
楽
し
む
こ

と
は
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も

な
り
脳
が
活
性
化
し
ま
す
。
私

た
ち
の
ク
ラ
ブ
に
は
、「
カ
ラ

オ
ケ
」
の
同
好
会
が
あ
り
、
定

例
的
に
集
い
歌
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
昨
年
度
は
年
間
二
十
二

回
開
催
し
ま
し
た
が
、
今
は
、

残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
の
た
め
に
休
止
し
て

い
ま
す
。
カ
ラ
オ
ケ
再
開
の
た

め
に
も
一
日
も
早
い

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
終

息
が
待
た
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
脳
ト
レ
活

動
の
一
環
と
し
て
、

「
脳
ト
レ
・
麻
雀
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
ち
ら
は
、
毎

週
月
、
火
、
金
の
三

回
で
昨
年
度
に
お

い
て
は
、
百
二
十

回
、
参
加
者
は
延
べ

九
百
六
十
五
人
に
も

な
り
ま
し
た
。
特
に

月
曜
日
に
は
、
初
め

て
マ
ー
ジ
ャ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

さ
れ
る
方
十
三
名
の
参
加
も
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
手
先
の
運
動

や
ゲ
ー
ム
運
び
、
点
数
計
算
な

ど
に
頭
を
使
っ
て
脳
ト
レ
に
取

り
組
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
活
動
も
、
新
会
員
の
入
会
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
ク
ラ
ブ
の
行
事
と

し
て
年
四
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
市

老
ク
連
、
地
区
等
の
大
会
に
も

積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
は
、

会
員
同
士
の
親
睦
や
交
流
を
大

切
に
し
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
も
、

仲
間
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
、

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
、
ま

た
、
地
域
へ
の
貢
献
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
上
田　

幹
夫
）

　

守
山
市
老
ク
連
は
、
高
齢
者

の
皆
さ
ん
に
、
老
ク
連
を
身
近

な
も
の
と
し
て
親
し
み
を
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、『
守

山
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
倶
楽

部
』
の
愛
称
を
つ
け
ま
し
た
。

「
年
齢
を
重
ね
て
も
、
い
つ
ま

で
も
仲
間
と
と
も
に
、
元

気
で
楽
し
く
活
動
し
ま

し
ょ
う
」
と
の
思
い
を
込

め
ま
し
た
。

　

さ
て
、
昨
今
の
情
報
機

器
の
進
歩
は
目
を
見
張
る

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
特

に
高
齢
者
に
は
う
ま
く
扱

え
な
い
も
の
も
多
く
、
時

代
の
流
れ
に
つ
い
て
い
け

な
い
も
ど
か
し
さ
を
感
じ

る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
老
ク
連
で

は
、
老
若
男
女
に
関
係
な

く
、
ず
い
ぶ
ん
身
近
に
な
っ
て

き
た
ス
マ
ホ
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
）
の
機
能
や
扱
い
に
つ
い
て

講
習
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

実
は
、
私
の
ス
マ
ホ
歴
は
二

年
で
、
ま
だ
十
分
使
い
方
が
理

解
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
会
員
の

中
に
も
買
っ
た
店
で
初
期
設
定

し
て
も
ら
っ
た
の
で
説
明
も
十

分
理
解
で
き
て
い
な
い
と
の
声

も
多
い
た
め
、
今
回
は
、
ス
マ

ホ
の
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）

を
楽
し
も
う
」
講
座
と
し
て
行

い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

募
集
人
数
を
限
定
し
た
と
こ
ろ

六
名
の
参
加
が
あ
り
、
会
員
の

林
田
栄
太
郎
さ
ん
を
講
師
に
、

さ
ら
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に

も
加
わ
っ
て
も
ら
っ
て
丁
寧
に

指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
は
？
…
無

料
通
話
…
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ

リ
…
な
ど
基
本
的
な
こ
と

か
ら
、
各
自
疑
問
に
思
っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
わ

か
り
や
す
く
教
え
て
い
た

だ
き
、
講
習
後
は
、
そ
れ

ぞ
れ
受
講
前
の
悩
み
は
解
消
さ

れ
、
楽
し
ん
で
ス
マ
ホ
を
使
い

こ
な
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
初
歩
的
な
質
問
す
ら
で

き
な
い
私
も
、
今
で
は
離
れ
て

暮
ら
す
孫
の
様
子
を
送
っ
て
く

れ
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
見
て
う
れ
し

く
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
毎
月
引
き
落
と
さ

れ
る
料
金
の
高
い
の
に
疑
問
が

あ
っ
て
も
、
日
々
の
忙
し
さ
に

追
わ
れ
て
見
直
す
こ
と
の
な

か
っ
た
私
に
と
っ
て
も
貴
重
な

講
習
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、

も
っ
と
多
く
の
方
に
受
講
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
講
座
を
継

続
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
中
道
）

地
域
の

活
動
だ
よ
り

守
山
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

大
津
市
晴
嵐
台
む
つ
み
会

ス
マ
ホ
教
室
開
催

健
康
長
寿
を

め
ざ
そ
う

新型コロナウイルスは“飛沫”や“接触”で感染します。

コロナ撃退！

※新型コロナウイルス感染症発生前の写真
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私
た
ち
の
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
奉

仕
活
動
と
し
て
、
学
童
の
登
下

校
の
見
守
り
や
公
園
の
清
掃
活

動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

ク
ラ
ブ
の
一
番
の
目
的
は
、
仲

間
が
楽
し
く
集
え
る
こ
と
で
、

お
も
し
ろ
い
遊
び
や
ゲ
ー
ム
を

考
え
た
り
し
な
が
ら
元
気
に
過

ご
す
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な

活
動
の
中
で
も
、
お
食
事
サ
ロ

ン
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
が
楽
し
み

で
し
た
が
、
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
は
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
現
在
は
、
週
一
回
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
ほ
か
、

毎
週
金
曜
日
に
行
う
「
お
し
ゃ

べ
り
広
場
」
が
中
心
に
な
り
ま

し
た
。
当
日
は
、
朝
九
時
か
ら

ま
ず
ビ
デ
オ
を
使
っ
て
二
十
分

間
い
き
い
き
体
操
を
行
っ
た

後
、
ゲ
ー
ム
を
一
時
間
楽
し
み
、

そ
の
あ
と
、
お
茶
と
お
菓
子
を

い
た
だ
き
な
が
ら
十
一
時
頃
ま

で
お
し
ゃ
べ
り
で
過
ご
し
ま
す
。

　

お
し
ゃ
べ
り
広
場
の
ゲ
ー
ム

に
つ
い
て
は
、
以
前
は
サ
イ
コ

ロ
や
カ
ー
ド
を
使
っ
た
簡
単
な

テ
ー
ブ
ル
ゲ
ー
ム
五
、六
種
目

を
週
替
わ
り
で
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
た

め
三
密
を
避
け
る
工
夫
が
必
要

に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
紅

白
の
チ
ー
ム
で
競
え
る
四
種
目

の
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
オ
リ
ジ
ナ

ル
ゲ
ー
ム
を
考
え
ま
し
た
。

［
オ
リ
ジ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
］

　

晴
れ
日
は
公
園
で
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
の
球
を
使
っ
て

①
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
よ
う

な「
サ
ー
ク
ル
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
」

②
玉
入
れ
の
よ
う
な
「
ボ
ッ

チ
ャ
（
ペ
タ
ン
ク
）
ゲ
ー
ム
」

③
カ
ロ
ム
の
よ
う
な
ゲ
ー
ム
を

広
場
で
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
カ
ロ
ム

ゲ
ー
ム
」
を
、
雨
の
日
は
、
室

内
で
お
互
い
の
距
離
を
保
ち
な

が
ら

④
輪
投
げ
の
よ
う
な
「
ボ
ー
ル

キ
ャ
ッ
チ
ゲ
ー
ム
」
に
夢
中
に

な
り
、
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

  

こ
れ
か
ら
も
、
簡
単
な
ル
ー

ル
で
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
の
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
っ
て
、
会
員
の

皆
さ
ん
が
元
気
で
楽
し
め
る
お

し
ゃ
べ
り
広
場
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。　
　
（
井
上　

義
孝
）

　

私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ
は
お

よ
そ
五
十
年
の
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
先
輩
方
の
活
動
を
受
け
継

ぎ
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
よ
う
と

日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
活
動
は
、
健
康
増
進

を
第
一
に
、
次
に
趣
味
を
楽
し

み
教
養
を
深
め
地

域
社
会
の
活
動
に

も
参
加
し
な
が
ら

会
員
相
互
の
親
睦

を
深
め
る
こ
と
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
多
く
の

会
員
に
集
ま
っ
て

い
た
だ
く
老
人
ク

ラ
ブ
は
、
皆
様
の
居
場
所
と
し

て
、
参
加
し
や
す
い
雰
囲
気
で

あ
る
こ
と
が
最
も
大
切
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
週
一
回
の
百

歳
体
操
、
週
三
回
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
月

二
回
の
「
ら
く
ら
く
ピ

ア
ノ
」、
週
二
回
の
囲

碁
、
月
一
回
の
カ
ラ
オ

ケ
大
会
と
多
彩
で
、
そ

れ
ら
の
後
は
、
コ
ー

ヒ
ー
で
も
い
た
だ
き
な

が
ら
、
健
康

の
話
や
家
族

の
こ
と
、
ス

マ
ホ
の
使
い

方
な
ど
の
話
題
で
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
す
。

ま
た
、
年
間
の
計
画

と
し
て
は
、
六
月
の

水
無
月
祓
え
、
七
月

の
七
夕
ま
つ
り
、
九
月
に
は
暑

気
払
い
な
ど
も
行
い
、
そ
の
時

に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
方

に
健
康
づ
く
り
や
認
知
症
予
防

な
ど
の
お
話
も
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

そ
の
後
は
弁

当
を
食
べ
な

が
ら
の
情
報

交
換
の
場
に

な
り
ま
す
が
、

今
年
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染

症
予
防
の
た

め
食
事
は
す

べ
て
取
り
止

め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
清
掃
奉
仕
や
地
域
の

自
治
会
活
動
に
は
老
人
ク
ラ
ブ

の
役
割
と
し
て
参
加
し
て
お
り
、

他
の
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
が

深
ま
る
栗
東
市
老
ク
連
や
学
区

老
ク
連
の
活
動
に
も
多
く
の
会

員
が
参
加
さ
れ
る
よ
う
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
の
関
係
で

で
き
な
い
行
事
が
あ
り
ま
し
た

が
、
来
年
は
、
コ
ロ
ナ
の
不
安

も
解
消
し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
ら

し
く
活
動
で
き
る
よ
う
念
願
し

て
い
ま
す
。　
　
（
辻　
　

稔
）

　

県
老
ク
連
の
協
賛
で
名
鉄
観

光
サ
ー
ビ
ス
が
催
行
す
る
「
い

き
い
き
近
江
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」
に
参
加
す
る
よ

う
に
な
っ
て
六
年
が

経
ち
ま
し
た
。
こ
の

催
し
は
毎
年
二
回
開

催
さ
れ
ま
す
が
、
今

年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
予
防
の
た
め

の
活
動
自
粛
で
一
回

目
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
よ

う
や
く
再
開
と
な
っ
た
今
回
は
、

今
ま
で
と
違
っ
て
県
外
に
は
出

向
か
ず
、
秋
た
け
な
わ
と
な
っ

た
近
江
路
を
歩
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

も
と
も
と
野
洲
市
老
ク
連
は
、

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、
地
区

を
中
心
に
積
極
的
に
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
今

回
も
、
コ
ロ
ナ
対

策
で
乗
車
人
員
が

制
限
さ
れ
る
中
、

バ
ス
二
台
が
満
員

に
な
る
四
十
六

名
の
参
加
が
あ
り
、

紅
葉
真
っ
盛
り
の
日
吉
大
社
あ

た
り
を
歩
い
た
後
、
昼
か
ら
は

比
叡
山
延
暦
寺
を
拝
観
し
ま
し

た
。

　

滋
賀
県
に
は
、
た
く
さ
ん
の

寺
社
仏
閣
や
歴
史
遺
産
が
あ
り
、

中
で
も
坂
本
や
比
叡
山
あ
た
り

は
、
最
近
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に

も
登
場
す
る
よ
う
に
、
そ
の
時

代
に
生
き
た
人
々
の
息
づ
か
い

の
よ
う
な
も
の
や
時
代
の
重
み

が
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、
あ

ら
た
め
て
感
慨

深
く
な
り
ま
し

た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
は
、
手
軽
に

で
き
る
健
康
づ

く
り
で
、
認
知

症
の
予
防
に
も

な
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
個

人
よ
り
も
老
人

ク
ラ
ブ
の
仲
間

と
な
ら
、
楽
し
み
も
感
動
も
共

有
で
き
て
、
よ
り
効
果
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
野
洲
市
老
ク
連

と
し
て
は
、
今
後
も
積
極
的
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
活
動
を
進
め
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
催
し
は
、

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル

の
利
用
で
お
得
感
が

あ
り
ま
し
た
が
、
一

刻
も
早
く
コ
ロ
ナ
感

染
症
が
終
息
し
、
本

来
の
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
に
戻
る
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
す
。

（
白
井　

京
子
）

守
山
市
河
西
ハ
イ
ム 

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

栗
東
市
や
す
ら
ぎ
会

野
洲
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

お
し
ゃ
べ
り
広
場

私
た
ち
の老

人
ク
ラ
ブ

錦
秋
の
近
江
路
を

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
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　湖南市平松地域に自生する天然記念物「平松のうつくし
松」は、松くい虫の被害により年々数を減らしてきました。
　この様子に心を痛めた老人クラブの有志を中心に、うつ
くし松が生い茂る昔の風景を取り戻したいとの熱い思い
で、種まきから若木育成、移
植まで取り組んでいます。

　私たちは、美しく豊かな自然に囲まれ、また、その恩恵を受け
ながら生きてきましたが、地域における人と人とのつながりや社
会の仕組み、趣味趣向が変化する中、身近な自然への関心もかか
わりも、次第に消極的になってきているように思われます。

   そのような状況にあって、ややもすると失われてしまいそうな
自然を守り、育て、未来へ残すために活動を続ける老人クラブが
あります。高齢者の豊かな経験と美しい自然をいつくしむ気持ち、
仲間のつながりを支えに活動しています。

　「ハリヨ」は、かつてはこの地域の湧水池に生息
していましたが、絶滅し、また外部から移入しても
うまく育たない状況でした。
　このため地域では、昔のようにハリヨが棲める湧
水池をめざして「湧水公園を守る会」を結成して環
境を改善し保全に努力してきました。
　老人クラブは、公園内の湧水池の清掃、木造水車
の補修、ハリヨの敵ザリガニの駆除等に取り組んで
いますが、その成果もあって、今ではきれいな水の
中で多くのハリヨが繁殖し、元気に泳いでいます。

　高木老人クラブは、地域組織「高木水と緑を守る会」が国・
県・市と協定して行う農村環境保全事業に濁水調査で協力してい
ます。
　この事業は、圃場から窒素やリンを含む肥沃な水や泥水の放出
を防いで農村環境をはじめ、河川や琵琶湖の水質の保全を目的と
しており、老人クラブは田植え前後に同じ地点で3回採水し、透
視度測定器で濁度を測って結果を守る会に報告しています。

　かつてこの地域に咲き誇り里山の原風
景を形成していたササユリは、手入れが
行き届かなくなったことなどから年々少
なくなってさみしい風景となったため、
老人クラブの同好会が中心となって、7
年前から球根の栽培や繁殖に適した土地
の整備、移植を行ってきました。
　その努力もあって開花にまでこぎつ
け、毎年 6 月には鑑賞会も行っています。

子どもたちと種まき

ハリヨ（トゲウオ科）

薄いピンクの可憐なササユリ

移植地「奉公山」の手入れ

採水

　　　透視度測定

水車の手入れ

松くい虫による被害 若木を育てる

梅花藻

天然記念物「平松のうつくし松」

地域を担う老人クラブ活動

絶滅危惧種「ハリヨ」を守る！
～ ハリヨと水車とホタルを守る活動 ～

川も琵琶湖も汚さない！
　　ー 濁水調査で地域に協力 ー　

ササユリが咲く原風景を
よみがえらせたい！

～自然を守り育てて未来につなぐ～

湖南市�平松長寿会
（美し松若木保全事業部）

守山市�金森老人クラブ

野洲市�高木老人クラブ甲賀市甲南町�竜法師いきいきクラブ
（同好会�ササユリを育てる会）

昔なつかしい風景を取り戻したい！

※このページは、聞き取りや資料をもとに県老ク連が作成しました。
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○
カ
ラ
オ
ケ
交
流
会　

　

老
ク
連
で
は
、
毎
年
七
月
に

カ
ラ
オ
ケ
交
流
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
八
学
区
を
二
学
区
ず

つ
に
分
け
て
四
回
行
い
ま
す
が
、

小
さ
な
ス
テ
ー
ジ
づ
く
り
や

飾
り
付
け
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
手
芸

サ
ー
ク
ル
に
お
願

い
し
ま
す
。
カ
ラ

オ
ケ
機
器
は
、
湖

南
市
が
進
め
る
音

楽
発
声
事
業
で
使

用
し
て
い
る
も
の

で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
介
し
た

配
信
で
古
い
歌
か

ら
最
新
の
歌
ま
で

Ｏ
Ｋ
で
す
。
今
年
度
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

の
た
め
七
月
の
開
催
は
取
り
止

め
ま
し
た
が
、
一
月
に
は
二
カ

所
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

好
き
な
こ
と
に
は
目
も
輝

き
、「
運
動
は
苦

手
で
も
口
は
動
く

よ
」
と
喜
ん
で
参

加
さ
れ
る
方
は
元

気
は
つ
ら
つ
で
す
。

ミ
ラ
ー
ボ
ー
ル
や

ラ
イ
ト
を
浴
び
て
、

楽
し
く
歌
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
最
後
に

は
、
わ
く
わ
く
す

る
抽
選
会
も
あ
り

ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
お
待
ち

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
世
代
間
交
流
陶
芸
教
室

　

老
ク
連
で
は
、
継
続
事
業
と

し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み

に
合
わ
せ
て
、
親
子
で
参
加
し

て
い
た
だ
く
陶
芸
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
陶
芸
部
員
の
指

導
で
、
親
子
で
作
品
づ
く
り
を

楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
す
。
子
ど

も
の
発
想
は
ほ
の
ぼ
の
と
豊
か

で
、
真
剣
に
取
り
組
む
姿
に
は

感
動
し
ま
す
。
健
や
か
な
成
長

を
祈
る
ば
か
り
で
す
。
出
来
上

が
っ
た
作
品
は
、
夏
休
み
の
宿

題
に
間
に
合
う
よ
う
に
、
陶
芸

部
が
仕
上
げ
に
大
奮
闘
し
ま
す
。

お
か
げ
で
、「
来
年
も
作
り
た

い
」
と
人
気
上
々
で
す
。

○
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

老
ク
連
で
は
、
十
年
前
か
ら

継
続
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
毎
月
第

三
火
曜
日
に
行
い
ま
す
が
、
毎

回
行
き
先
を
変
え
る
の
で
、
参

加
者
は
、「
次
は
ど
こ
か
な
？
」

と
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

評
判
の
良
か
っ
た
所
へ
は
、
季

節
を
変
え
て
二
度
三
度
訪
れ
ま

す
。
会
員
以
外
の
方
が
参
加
さ

れ
た
際
に
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
へ

の
加
入
も
お
願
い
し
ま
す
。
手

軽
に
健
康
づ
く
り
が
で
き
る
活

動
と
し
て
、
う
れ
し
い
こ
と
に
、

最
近
は
参
加
者
が
増
え
て
い
ま

す
。　
　
　
　
（
平
馬　

敏
光
）

　
「
人
生
一
〇
〇
年
時
代
」、
ま

す
ま
す
「
健
康
で
長
生
き
」
が

大
切
に
な
り
ま
す
が
、
家
族
や

社
会
環
境
が
変
化
す
る
中
、
ひ

と
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
だ
け
の

世
帯
が
急
増
し
、
ま
た
、
認
知

症
の
高
齢
者
も
、
将
来
は
高
齢

者
三
、四
人
に
一
人
に
な
る
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
寿
社
会
で
人
生
が
長
く
な

れ
ば
生
活
の
幅
が
広
が
っ
て
楽

し
み
も
多
く
な
る
反
面
、
ひ
と

り
暮
ら
し
や
認
知
症
傾
向
の
人

な
ど
は
、
生
活
面
で
手
助
け
が

必
要
な
こ
と
が
増
え
て
き
ま
す
。

　

介
護
や
医
療
、
生
活
支
援
制

度
等
の
充
実
は
不
可
欠
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
高
齢
者
同
士
が
可

能
な
支
援
で
助
け
合
う
こ
と
も

大
切
に
な
り
ま
す
。

　

県
老
ク
連
で
は
、
県
の

支
援
を
受
け
て
、
生
活
を

支
援
す
る
活
動
に
つ
い
て

の
啓
発
や
支
援
に
関
わ
る

人
材
を
育
て
る
「
生
活

支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
を
、
開
催
地
域
の
老

ク
連
の
協
力
を
得
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
五
会
場
に

お
い
て
、
理
学
療
法
士
の
並
河

孝
氏
な
ど
を
講
師
に
約
四
百
人

の
参
加
者
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

（
事
務
局
）�

湖
南
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

参
加
し
て
楽
し
い

活
動
を
め
ざ
し
て

令
和
２
年
度

生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
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私
は
こ
の
ほ
ど
、『
大
沢
四

方
山
話
ー
彦
根
市
・
平
田
町
大

沢
の
歴
史
散
策
』
と
題
し
た
冊

子
（
Ａ
四
版
七
十
六
頁
、地
図
・

写
真
百
八
枚
挿
入
）
を
自
費
出

版
し
ま
し
た
。
こ
の
冊
子
は
、

私
が
生
ま
れ
、
育
ち
、
今
も
住

ん
で
い
る
彦
根
市
平
田
町
の
大

沢
と
い
う
地
区
の
歴
史
を
「
記

録
」
と
し
て
残
し
て
お
き
た
い

と
の
思
い
で
上
梓
い
た
し
ま
し

た
。

　

こ
の
地
区
は
、
戦
後
の
昭
和

三
十
年
代
ま
で
は
僅
か
数
戸
の

農
家
が
散
在
し
、
周
囲
は
見
渡

す
限
り
田
圃
が
広
が
っ
て
い
ま

し
た
が
、
昭
和
四
十
年
頃
か
ら

急
激
な
宅
地
開
発
が
進
み
、
お

よ
そ
半
世
紀
の
間
に
一
千
世
帯

を
超
え
る
町
に
激
変
し
ま
し

た
。

　

平
安
時
代
に
は
、
彦
根
寺
に

向
か
う
巡
礼
者
が
通
っ
た
と
い

わ
れ
る
「
巡
礼
街
道
」
が

地
区
の
中
央
を
縦
貫
し
、

江
戸
時
代
に
は
、
井
伊
藩

が
鷹
狩
り
の
た
め
に
こ
の

地
に
村
を
築
い
た
の
が
そ

の
始
ま
り
と
伝
わ
り
、
同

じ
く
江
戸
時
代
末
期
に
産

土
神
（
う
ぶ
す
な
が
み
）
と
し

て
建
立
さ
れ
、
今
日
ま
で
大
切

に
お
護
り
さ
れ
て
き
た
神
社
の

こ
と
、
明
治
時
代
に
は
、
滋
賀

県
が
初
め
て
水
産
試
験
場
を
設

置
し
た
場
所
だ
っ
た
こ
と
な

ど
、
狭
い
地
域
の
さ
さ
や
か
な

歴
史
で
す
が
、
当
地
に
住
む
人

に
は
ぜ
ひ
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
こ
と
に
つ
い
て
著
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
宅
地
開
発
が
始
ま
っ

て
の
ち
、
新
し
く
住
み
始
め
た

人
た
ち
が
よ
り
住
み
よ
い
町
を

目
指
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
、

知
恵
と
努
力
と
苦
労
を
重
ね
、

時
に
は
歓
び
を
分
か
ち
合
い
な

が
ら
、
今
日
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
築
い
て
き
た
か
、に
つ
い
て
、

私
の
知
り
え
た
範
囲
で
は
あ
り

ま
す
が
書
き
記
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
区
に
住
む
若
い
方
々

や
新
し
く
転
入
し
て
こ
ら
れ
た

方
々
、
そ
し
て
、
五
十
年
後
、

百
年
後
に
こ
の
地
区
の
歴
史
に

つ
い
て
知
り
た
い
と
思
わ
れ
る

方
の
お
役
に
立
て
れ
ば
こ
の
冊

子
を
出
し
た
甲
斐
が
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
僭
越
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
戦
後
の
日
本
で
は
、

同
じ
よ
う
に
急
速
に
都
市
化
し

た
町
は
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
こ
の
地
も
そ
れ
ら

の
中
の
ひ
と
つ
な
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

（
北
川　

司
郎
）

会
員
か
ら
の
原
稿
募
集
要
領

◆
該
当
す
る
「
テ
ー
マ
」
を
明
記
し
、
四
〇
〇
字
程
度
で

お
願
い
し
ま
す
。

　

 

①
健
康
づ
く
り　

②
友
愛
活
動　

③
奉
仕
活
動

　

④
伝
承
活
動　

⑤
世
代
間
交
流
活
動

　

⑥
組
織
の
活
性
化　

⑦
魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ

　

⑧
そ
の
他
の
テ
ー
マ
（
雑
感
含
む
）

◆ 

各
号
お
一
人
様
ま
た
は
一
団
体
一
作
品
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◆
原
稿
締
切
…
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
原
稿
等
送
付
先　

　

〒
5
2
5
ｌ
0
0
7
2　

�　
　

草
津
市
笠
山
七
丁
目
８
番
1
3
8
号

　
　

県
立
長
寿
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

滋
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

　県老ク連では、健康づくり支援事業として、
各市町老ク連、支部、ブロック・学区老ク連
および単位クラブが行う健康づくりの行事等に、出前講座として健康
づくり推進員を派遣しています。内容は、
①ニュースポーツ　②健康体操　③体力測定　④料理教室
などで、皆様の健康づくりをサポートしています。
　今年度は、36回（令和２年11月末現在）の出
前講座を実施し好評を得ています。出前講座への
健康づくり推進員の派遣費用（謝礼、交通費、資
料代等）は全て県老ク連が負担します。

お申込みは　市町老ク連を通じて、県老ク連まで

彦
根
市
清
草
会

だより

健康づくり推進員

ふ
る
さ
と
の
歴
史
を

記
録
に水産試験場発祥の地の碑

井伊公腰掛石
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若
手
と
女
性
の活

躍
を
め
ざ
し
て

　
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」は
、

ま
す
ま
す「
健
康
で
長
生
き
」

が
大
切
に
な
る
の
と
同
時
に
、

社
会
に
お
い
て
は
高
齢
者
の

役
割
が
大
き
く
な
り
、
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
時
代
に
な
り

ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
自
身
の
生
活

を
豊
か
に
し
、
ま
た
元
気
で

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
た

め
に
も
老
人
ク
ラ
ブ
が
重
要

な
存
在
で
あ
る
こ
と
は
よ
く

理
解
し
て
い
ま
す
が
、
若
手

高
齢
者
の
加
入
が
少
な
く
、

ま
た
、
役
員
の
な
り
手
が
な

い
た
め
、
次
第
に
組
織
の
維

持
が
難
し
く
な
る
な
ど
、
直

面
す
る
問
題
へ
の
対
応
に
悩

ん
で
い
ま
す
。

　

魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
に

す
る
た
め
に
若
手
高
齢
者
の

発
想
や
行
動
力
へ
の
期
待
と
、

そ
の
た
め
に
も
、
い
か
に
し

て
若
手
高
齢
者
の
加
入
を
促

す
か
と
い
っ
た
こ
と
が
、「
卵

と
鶏
ど
ち
ら
が
先
？
」
の
状

態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
老
ク
連
で
は
、昨
年
度
、

若
手
高
齢
者
の
活
躍
に
向
け

て
機
運
を
盛
り
上
げ
、
意
見

交
換
な
ど
を
行
う
若
手
委
員

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
今

後
は
、
若
手
の
加
入
や
登
用

に
つ
い
て
、
単
位
ク
ラ
ブ
や

市
町
老
ク
連
の
取
組
に
活
か

せ
る
よ
う
に
発
展
さ
せ
た
い

と
思
い
ま
す
。◇

　

若
手
高
齢
者
の
活
躍
と
合

わ
せ
て
、
女
性
の
登
用
や
活

躍
の
場
づ
く
り
も
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
老
ク
連
の
女
性
委
員
会

は
、
年
間
を
通
し
て
特
に
認

知
症
予
防
や
女
性
リ
ー
ダ
ー

の
研
修
活
動
等
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
ろ

い
ろ
な
要
因
が
重
な
っ
て
、

女
性
の
役
員
や
リ
ー
ダ
ー
は

ま
だ
ま
だ
少
な
く
、
女
性
登

用
に
向
け
て
の
啓
発
や
環
境

整
備
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

長
寿
社
会
に
お
い
て
は
、

高
齢
に
な
る
に
つ
れ
て
圧
倒

的
に
女
性
が
多
く
な
り
、
老

人
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
も
、
女

性
が
多
数
を
占
め
る
傾
向
は

ま
す
ま
す
強
ま
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」、

老
人
ク
ラ
ブ
の
発
展
の
た
め

に
も
、
女
性
の
活
躍
が
必
要

不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
事
務
局
）

※2021年４月始期は補償内容が変更となる予定です。変更後の内容はパンフレットをご請求ください。
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▼
俳 

句
近
江
八
幡
市　
　
　

大
川　
　

勇

梅
雨
に
濡
れ
コ
ロ
ナ
忘
れ
て
紫
陽
花
に

草
津
市　
　
　
　
　

角
田
眞
智
子

朝
霧
に
我
を
知
ら
せ
る
路
鳥
の
声

守
山
市　
　
　
　
　

平
井
千
代
子

紫
陽
花
が
迎
え
て
く
れ
る
無
人
駅

守
山
市　
　
　
　
　

清
水　

清
美

久
々
に
村
に
花
嫁
花
辛
夷

竜
王
町　
　
　
　
　

堀
井　

絹
枝

転
勤
の
内
示
窓
に
山
茶
花
が

▼
川 

柳
草
津
市　
　
　
　
　

角
田
眞
智
子

老
い
ぬ
れ
ば
顔
の
年
輪
歩
き
け
り

守
山
市　
　
　
　
　

平
井
千
代
子

耳
遠
し
聞
こ
え
た
ふ
り
し
て
う
な
ず
き
し

甲
賀
市　
　
　
　
　

中
島　

稔
子

ま
だ
ま
だ
と
気
持
は
先
へ
足
の
こ
り

竜
王
町　
　
　
　
　

堀
井　

絹
枝

カ
ラ
フ
ル
な
マ
ス
ク
で
心
軽
く
す
る

愛
荘
町　
　
　
　
　

上
林　

恒
子

孫
は
受
験
私
し
受
診
で
結
果
待
ち

甲
良
町　
　
　
　
　

田
中
華
代
子

孫
が
魔
女
ほ
う
き
遊
泳
万
華
鏡

▼
短 

歌
近
江
八
幡
市　
　
　

大
川　
　

勇

仏
前
に
毎
朝
供
え
る
御
飯
お
茶

　

今
住
む
家
族
先
祖
の
お
か
げ

草
津
市　
　
　
　
　

角
田
眞
智
子

面
影
を
少
し
残
せ
し
故
郷
の

　

蜃
気
楼
ご
と
く
か
す
れ
去
り
行
く

草
津
市　
　
　
　
　

田
中　

和
美

新
聞
に
短
歌
よ
く
載
り
し
姉
逝
く
も

　

短
歌
欄
み
て
名
前
さ
が
し
い
る

草
津
市　
　
　
　
　

久
保　

光
子

夫つ
ま

も
師
も
友
い
く
た
り
か
写う

つ
し
え真
の

　

す
べ
て
恋
し
き
氷
雨
打
つ
夜よ

わ半

守
山
市　
　
　
　
　

平
井
千
代
子

激
戦
の
跡
を
忍
べ
る
グ
ア
ム
に
て

　

こ
の
平
和
を
ば
か
み
し
め
る
今

栗
東
市　
　
　
　
　

西
村　

千
吾

夫
の
長
逝
に
て
石
山
寺
の
秋
月
に
手
を
合
わ
せ
る

　

妹
の
緘
黙
の
姿
に
心
う
た
れ
る

甲
賀
市　
　
　
　
　

中
島　

稔
子

春
く
れ
ば
主
な
し
と
て
咲
き
誇
り

　

面
影
う
か
べ
ひ
と
り
溜
め
息

◆俳句、短歌、川柳、情歌の部門を募集します。（冠句はありません）
◆ 応募は、「ハガキ」に１人あたり１部門１作品（厳守）とし、どの部

門の応募かを明記してください（１枚のハガキに書く部門の作品各１
点を記入することはできますが、同一部門の作品が２点以上ある場合
は無効となりますのでご注意願います）

◆読みにくい文字やあて字には、必ずふり仮名をつけてください
◆ 応募作品には、郵便番号、住所、氏名、電話番号、単位クラブ名、所

属する市町老ク連名を明記してください
◆ 応募作品は、掲載・不掲載に関わらず返却いたしませんのでご了承く

ださい
※�締め切り、送付先は９頁の「会員からの原稿募集要領」をご覧ください

文芸作品募集

●健康づくり推進員の派遣
　令和２年は、新型コロナウイルス感染症予防のため
に出前講座など推進員の活動が制約される中、感染に
は十分注意しながら、マスクづくりや料理教室、スポ
ーツ指導等を行いました。（３頁に関連記事あり）

●スポーツ用具の貸し出しと実技講習
　県老ク連では、会員の健康づくりに役立ててい
ただくために、30数種類のニュースポーツ用具を
用意して貸し出しを行っています。新たに導入し
たスポーツについては実技講習を行い、また希望
があれば、指導のために健康づくり推進員を派遣
します。

●健康づくりの学習活動
　県老ク連では、研修会等におい
て、認知症等、特に高齢者がかか
りやすい病気の理解と予防につい
て、専門の講師による学習活動を
行っています。

県老ク連の介護予防・健康づくり活動



（ 12 ）第 27 号令和 3年（2021 年）1月発行 いきいき近江

い
き
ク
ラ
ブ
体
操
」
の
普
及
推

進
な
ど
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

会
議
等
で
は
、
手

指
等
の
消
毒
と
三
密

回
避
に
努
め
、「
市

町
老
ク
連
女
性
部
代

表
者
会
議
」
で
は
今

ま
で
行
っ
て
き
た
友

愛
活
動
に
活
か
せ
る

料
理
講
習
の
代
わ
り

に
、
小
枝
健
康
づ
く

り
推
進
員
の
指
導
で

マ
ス
ク
づ
く
り
を
行

い
ま
し
た
。
後
日
、

各
自
が
地
域
に
お
い

て
マ
ス
ク
づ
く
り
の

輪
を
広
げ
て
い
た
だ

い
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
だ
か
ら

と
何
も
し
な
い
で
い

る
と
、
今
ま
で
に
し

て
い
た
健
康
づ
く
り

の
効
果
も
薄
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
女
性
委

員
会
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
意

識
し
な
が
ら
知
恵
を
絞
り
活
動

し
ま
し
た
。

　
「
女
性
会
長
の
つ

ど
い
」
で
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
も
八
名

も
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
十
二
月
八

日
に
行
っ
た
「
第
２

回
市
町
老
ク
連
女
性

部
代
表
者
会
議
」
で

は
、
女
性
と
若
手
の

パ
ワ
ー
を
合
わ
せ
た

ら
今
ま
で
以
上
の
活

動
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
、
若

手
リ
ー
ダ
ー
と
合
同

で
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
「
ｍ
ｏ

ｔ
ｔ
ｏ
ひ
ょ
う
ご
」

の
栗
木
先
生
に
「
女

性
と
若
手
の
パ
ワ
ー

で
元
気
な
老
人
ク
ラ

ブ
づ
く
り
」
と
題
し

て
講
演
し
て
い
た

だ
き
、
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
ど
こ
に
で
も
出

か
け
て
行
く
こ
と
の

大
切
さ
、
相

手
の
得
意
分

野
を
活
か
し

た
会
へ
の
誘

い
方
、
集
ま

る
人
数
が
二

人
で
も
い
い

の
で
活
動
を

続
け
、
事
業

を
絶
や
さ
な

い
こ
と
の
大

切
さ
、
な
ど

を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。
来
年
度
も
若
手
リ
ー
ダ
ー

と
合
同
で
行
う
予
定
で
す
。

　

予
定
し
て
い
る
会
議
は
、
あ

と
二
月
二
十
五
日
の
「
女
性
委

員
会
主
催
研
修
会
」
を
残
す
の

み
と
な
り
ま
し
た
。
研
修
会
で

は
、
楽
し
く
活
動
さ
れ
て
い
る

方
々
に
事
例
発
表
し
て
い
た
だ

く
予
定
で
準
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

（
事
務
局
）

　

県
老
ク
連
の
女
性
委
員
会
は

九
名
の
委
員
か
ら
な
り
、
年
間

八
回
程
度
開
催
す
る
会
議
で
活

動
計
画
や
実
施
結
果
の
検
討
を

行
い
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
た
め
に
活
動
開

始
が
例
年
よ
り
遅
れ
、
最
初
の

会
議
が
六
月
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
女
性
委
員
会
主
催
研
修
会
」

「
市
町
老
ク
連
女
性
部
代
表
者

会
議
」「
女
性
会
長

の
つ
ど
い
」の
企
画
、

実
践
を
は
じ
め
、
老

人
ク
ラ
ブ
大
会
開

催
に
当
た
っ
て
の
準

備
や
受
付
な
ど
の
役

割
、
ま
た
、「
い
き

　新年おめでとうございます。
  昨年は、コロナで明け暮れ、老人クラブも
思うような活動ができないまま過ぎた１年で
した。このような状態になって、あらためて
健康の大切さ、そして仲間の大切さを感じて
いるところです。
　今年は、コロナの不安もなくなって、とも
に喜び、楽しみ、ともに支え合う元気な老人
クラブに戻ることに期待しましょう。
　この「いきいき近江」が、老人クラブの仲
間としてのつながりを深め、また、老人クラ
ブ活性化の一助となりますよう努力してまい
りますのでご協力よろしくお願いいたしま
す。　　　　　　　　　　　　（広報委員会）

─ 編 集 後 記 ─

交 通 安 全 運 動
○３月15日～４月15日
新入学（園）児と高齢者の
交通事故防止運動

○４月６日～４月15日
春の交通安全運動

女

性委
員会の活動




